中学校　国語　文法㊱　～付属語⑥（助動詞）～　（解答）
（　　　）年（　　　）組（　　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　）
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助動詞―体言や用言などいろいろな語について様々な意味をそえる。


「れる・られる・せる・させる・たい・たがる・らしい・ようだ・そうだ・ない・ぬ・う・よう・まい・た・だ・です・ます」





一 次の文の中から助動詞を探し、―線を引きなさい。（５点×６問）





　⑴ それは 誰も知らない。 ⑵国語が 好きです。    ⑶ 会いに 行きたい。





　⑷ 決して忘れるまい。    ⑸家に帰らせる。       ⑹ 風が強くなりそうだ。





二 次の各文における「れる（られる）」の意味・用法を後の選択肢から選び、記号で答えなさい。（５点×６問）





　⑴ 彼の身が案じられる。 （ ウ  ）     ⑵ 彼女に話しかけられる。   （ ア  ）





　⑶ 先生が話される。     （ イ  ）     ⑷ 霧が晴れたと思われる。   （ ウ  ）





　⑸ 私は速く走れる。     （ エ  ）     ⑹ あの子に笑われる。       （ ア  ）





　　ア・受け身   イ・尊敬  ウ・自発   エ・可能





三 次の―線部の助動詞と同じ意味・用法のものを後から選び、記号に○を付けなさい。


（１０点×４問）


　⑴ 結婚式は三日前に終わったそうだ。


 


　　ア・これはとても値段が高そうだ。     イ・明日は晴れそうだ。


　　ウ・今度こそ優勝できそうだ。         エ・明日は晴れるそうだ。





　⑵ 外は寒かろう。





　　ア・来年もまた頑張ろう。             イ・一緒に素敵な絵を描こう。


　　ウ・夜はきっと静かだろう。           エ・状況に応じて判断しよう。





　⑶ 私はもう二度とここへは帰るまい。





　　ア・雨はもう降るまい。               イ・失敗を繰り返すまい。


　　ウ・もう飛ぶまいぞ、この蝶々。       エ・彼はどこへも行くまい。





　⑷ 父は仕事に行くらしく、スーツを着ている。





　　ア・男らしく勝負しなさい。           イ・そこにいるのは先生らしい。


　　ウ・君はいつも子供らしいことをする。 エ・学生は学生らしくしなさい。











